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＜病棟連絡事項＞
・安ヶ平Dr.と金Dr.の患者様11名インフルエンザ予防接種実施しています。副反応に注意して見ていきましょう。

・教育委員会よりポスター掲示は1週間ごとに切り替える為、確認後はチェック表に○を付けるようにお願い致します。
・フルービック針、（澤代　栄子様、成田　賀枝様用）冷蔵庫に入れていますので、使用して下さい。
＜ベッドコントロール＞

・11月7日　平野稔様が転出の予定となっています。

＜患者様連絡事項＞
・小栗　健太郎様～GHココライフ　見学の為、9：00～15：00まで外出に行かれています。
・藤原　絵瑠久様～不安時ジアゼパム（5）2T/1回　処方となっています。また、祖母へ本人様への対応についての面談希望ある。主治医田名部Drより11/10（水）、11（木）15：00以降で調整するよう指示あり。
＜要注目患者様ケース検討＞

・小栗　健太郎様～就職や将来への不安を訴え、コントミンを内服しており、不穏さや衝動行為なく過ごしている。夜間、中途覚醒し、同内容を訴えてくるが、再入眠はできている。本日外出時、落ち着かなさを訴え、13：20帰院。コントミン1T内服しているが、Aユニットのテレビとテーブル2台を破損し、部屋にバリケードをして籠っている。田名部Dr.へ報告し、14：15、東病棟Aユニットへ転出となっている。
・田中　元昭様～肩の疼痛を訴えているが自制内で経過しており、日課への支障はない。アルコールプログラムは意欲的に取り組んでいる。引き続き、身体・精神症状観察し、プログラムの取り組み状況を確認して行く事とする。
・佐々木　康子様～昨日の夕方、「嘘のカルテは書かないで下さい」とカウンターを拳で強く叩く事がある。以後、不穏さは無く経過している。
・向井　敦子様～深夜帯、起床後より怒り口調での独語が聞かれ、「退院は私が決める」と不機嫌さが見られている。日中は不穏さ無く経過している。
・本田　未来様～自室内で怒声を上げる事や感情失禁見られ都度訴え傾聴しているが不穏さ持続。不穏時コントミン3度内服している。不機嫌さや表情の固さ見られる。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・安達　貴浩様～話し掛けの頻回さ聞かれ被害妄想に関する訴えも聞かれている。やや落ち着きの無さ見られる。怒声や易怒性は無くスタッフ対面時は落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行っていく。
＜安ヶ平Dr.患者様診察情報＞
・續石　啓介様～残尿感持続している。利尿剤にて日中の残尿感は改善したが夜間の残尿感は持続していると。処方変更なし。
・橋本　とし様～特定男性患者様からの注察感続いている事情報提供。処方変更無し。
・竹内　恒子様～躓いて転ぶ事増え、両膝疼痛、軽度発赤ある事情報提供。本人希望により、臨時薬カロナール（200）1Ｔ　7回分、ハップスター1包処方となっている。また、来週定期薬からアルプラゾラム錠中止となっている。
・田村　真紀子様～体重増加が見られる為、間食量や種類などを確認するようにとの事。運動量の低下見られるため促していくようにとの事。
＜転入患者様情報＞
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最終入浴日（令和3年10月30日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

プログラム終了後は自宅退院

現在の処置



ADL

備考

・アルコール依存症治療プログラム導入中（内観：母について３～）

・コロナワクチン・インフルエンザワクチン接種希望

・スマホ使用許可あり

・時々夜間不眠にて日中活気が無い

・実母の前では怒られるので隠れて飲酒していたが、夫も飲酒が好きで本人の飲酒に抵抗

が無い

最終排便（令和3年11月2日）

精神症状 情動安定している　飲酒欲求は無い

問題行動 飲酒への渇望、離脱痙攣（の既往）、有害な飲酒、不安感、焦燥感、等

処遇制限 なし

自立

 

なし

入院年月日 令和3年10月9日　（１回目）  入院形態　：　任意

病名  主病名　：　アルコール依存症  身体合併症　：　全般性不安障害、不眠症

転棟サマリー

（東病棟Ｄユニット→西病棟Ａユニット）

転出日：R3年11月3　日

患者様氏名 盛 美鈴  　様  担当主治医　：　馬渡　晃弘

   

 

なし

 

自立

 

自室

 

 


※受持ち：横井内Ns
